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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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ボーリン
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No.1 36° 36’ 46.0000”
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栃木県宇都宮土木事務所 2010-10-05 ～ 2010-10-06
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161.83 0.85 0.85

盛土(粘性
土)
(C)

159.93 1.90 2.75

ロ－ム

159.08 0.85 3.60

軽石
(Pm)

158.28 0.80 4.40

ロ－ム

152.44 5.84 10.24

粘土混じ
り砂礫
(GS-C)

黒
褐

褐
灰

黄
褐

褐
灰
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灰
～
暗
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灰

軟
ら
か
い

非
常
に
軟
ら
か
い
軟
ら
か
い

密
な

上部0.05mまで礫混じる
礫はφ5～20mm程度の角礫、大谷
石片主体
黒ボク主体、ローム混じる

粘性中位～やや大きい
含水中位である
2.35m以深は砂分の混入が多くな
る

鹿沼軽石
φ2～3mm程度の粒状を呈す
多孔質な構造を呈し含水非常に多
く軟弱である

粘性やや大きい、含水やや多い
下部に従い砂質を帯びる

礫はφ2～40mm程度の円、亜円礫
主体である
所々、φ100～150mm程度の玉石
が混じる
礫間は砂および粘土で密に充填さ
れている
6.3～6.8m間は礫径φ10～30mm程
度となり砂の混入が多い
6.9m付近にコア長L=12cm(推定礫
径φ300mm)程度の玉石点在
局部的に砂および粘土の混入が多
い所あり
断続的に掘削水の逸水がみられる
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